
首都直下地震帰宅困難者等対策連絡調整会議（H25.6.14）資料

【基本的な対策内容】

■ 帰宅困難者の発生抑制 むやみに移動を開始しない原則の普及啓発、企業への備蓄呼びかけ

■ 帰宅困難者への支援 一時滞在施設の確保、幹線道路を中心とした徒歩帰宅者支援の検討

■ 国や九都県市と連携した取組 国の検討内容の反映、災害時帰宅支援ステーションの確保

■ 主要駅ごとの対策強化 主要駅（川崎、武蔵小杉、武蔵溝ノ口、登戸、新百合ヶ丘）周辺の関係者による連携体制の構築

■ 臨海部対策の検討 臨海部における一時滞在施設の確保等の検討

主要駅に配備

川崎駅における取組 ・・・内閣府及び国土交通省の都市再生安全確保計画作成制度を活用

川崎市における帰宅困難者等対策について

災害時配布用一時滞在施設マップを主要駅ごとの協議会等の設置

各区役所、駅、一時滞在施設に、簡易無線機を平成25年7月から配備
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